
273-279.

6)Kimura,T.(1985):Bipedalandquad･
rupedalwalkingofprimates:Compara･

tivedynamics.In:PrimateMorphology,

LocomotorAnalysesandHumanBipc･

･dalism.Eds.S.RondoetaI.,Tokyo

UniversltyPress,P.81･104.

7)Moriyama,K.(1985):Anthropoidpedel

morphology.In:PrimateMorphology,

LocomotorAnalysesandHuman Bipeda･

lism.Eds.S.Rondoetal.,TokyoUni･

versltypress,p.167-180.

8)Iwamoto,M.(1985):Bipedalism ofJa･

panesemonkeysandcarryingmodelsof

hominization.In:PrimateMorphology,
Lo∞motorAnalysesandHumanBipeda-
1ism.Eds.S.RondoetaL TokyoUni･

versityPress,pJ251-260.

学会発表

I)木村 口 (1984):サル四足歩行および走行

の特徴について.第5回バイオメカニズム学

術講演会予稿袋,p.23-24.

2)岩本光雄 :符森県下北半島ならびに宮崎県辛

畠のニホンザルの手掌紋.郡38回日本人郊学

会民族学会迎合大会 (1984).

3)木村 ㌍ :チンパンジー四足ZL;･行の個体発達

について.同上.

4)毛利俊雄 :縄文後 ･晩J切3貝塚袋田の頭冊非

計測形質三角形累杭苅似皮による分析.同上.

5)蘇山恭子 ;ニホンザル付盤の年齢変化につい

て.同上.

6)木村 ㌍ :幼年チンパンジーの四足ロコモー

ション.郡29回プl)マーテス研究会 (1985).

7)渡辺 毅 ･浜田 桟 ･パンパンニスリョプロ

ート:スラウェシマカク7種とスマトラ産ブ

タオザルの形憶比較.同上

神経生理研究部門

久保田競 ･松波謙一 ･三上1771'允 ･松村道一

研究概要

1)前頭連合野における条件づけ形成の神経槻

椛の研究 久保ul親

サルのTJ了1両迎合野ニュ-ロン活動は条件性弁別

反応の学習が成立すると条件性刺激 (赤や緑のラ

ンプ)に皮応し,次に行う反応 (テコはなし,ま

たはテコのおし続け)に先行して活動する.また

学習が成立していない汀引こは.このj:うな活動が

みられない｡このことを碓かめるため,前頭連合

野に脳波TtL極を拙め込み,反応の'-7習成立するに
つれて,脳波がどのように変わるかをしらべた｡

2)大脳半球の強調作川.柑 こ胴梁線維の作用

について 松波三根-

"Whytwobrainsandoncmind?n こう

言われるように,大脳は左右抑 r･･球より成るが,

我々は心が2つあるとは意識しない｡この左右の

大脳の鋤きを総合して,1つのfrJ神tfl･動とする機

椛は何なのだろう? その1つの可托性として,

脳梁線維の存rL=があげられる｡この胴梁線維の槻

能を生PP.学的アプローチにより耶明している｡

3)放射性デオキシグルコース脳内取り込みの

出の定Tit的解析

松波謙一 .景山 d).松村道-
遅延反応を学習させたサルを使い,この課題遂

行中の2-デオキシーd-グルコースの取 り込み

から,脳の活動部位を見て来た｡定性的な実験と

して,矢状断切片によるオートラジオグラフを作

製したが,これに加えて測定の簡単な実質臓器で

の定昆化も試み,一瓢 巾部談話会で発表した｡

4)高次視覚T乃報処理機ffq･の研死

三上苛允

祝党動物であるサルの配光情印処PI!機隅を神経
生班学,神経炎理学,心即物FB学の手法をFf]いて

研究する一環として,今咋皮は視覚前野のMT野

において,心Fjl物m!学で用いられる仮現述動のパ

ラダイム巾に,ニューロン活動を記拝し,運動祝

のメカニズムを解析した｡

5)運動野の_7ll_シナプス回路網と随,Cr.迎動のコ

ントロール位脚 こついて

松村迫一 ･久即 】rR･沢口俊之2)

迎動野に2本の微小Tti極を別人し,防.El.運動を

行わせている問に,ニューロン活動をそれぞれ記

錨する｡スパイクトリガー法や相互相関法によっ

て,2つのニューロン問の!tiシナプス性結合を調

べて,この結合に関与している伝達物質を明らか

1)生化学研究部門･助教授

2)大学院生
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にし,随意運動の発現をコントロールしているニ

ューロン機構を解析している｡

6)前頭前野ニューP.ンの活動とそれに関与す

る神経伝達物質について

久保田競 ･松村道一 ･沢口俊之

無麻酔 ･覚醒ザルの前頭前野に多連微小炭素屯

極を刺入し,種々の伝達物質に対するニューロン

の感受性及び応答性を調べる｡サルの学習行動(視

覚性反応課題,遅延反応課題に関係したニューロ

ン活動の発火パターンが,どのような伝達物質に

よって形成されているのかを解析している｡

総 統

1)久保田競 (1984):前頭前野のコラムについ

て｡昭和58咋皮文部省科研究補助金総合の種

岱rLt｡代IiZ:宮田洋.認知一行動における生

班過程および心理過程の対応とその意義に関

する学際的研究,pp.95-97.

2)久保田貴く1984):記憶と前頭前野の機能.

神経梢神薬理.第6巻.prt405-412.昆和

む店.

3)久保凹歳 (1984):可塑性シナプスと学習.

脳の捕造と機能 (大村裕,島津浩,伊藤正男

編災 ) pp.741-757.医学書院｡

4)松波謙一 (1984):運動領野(1)｡臨刺 逆波,

26.805-812.永井Igi店.

5) Kubota,K.(1984):Prefrontalcortexand

voluntarymovementinthemonkey.

In:Coritcallntegration(eds.byど.Rei･

noso-SuarezandC.Ajmone-Marsan)

329-339,RavenPress,NewYork.

6)松波.誹-(1985):運動領野(n).臨床脳波,

27,57165.永井出店.

7)松波謙一(1985):退勤領野四)一運動前野-.

臨休脳波,27,127-135.永井書店.
8)松波誠一 (1985):運動領野m一補足運動野

-.Gh一休脳波,27,196-205.永井苔店.

9)久保凹競(1985):前頭fjSの働きと間違いの

認識.脳科学の展開(上)(伊藤正男,塚原伸

晃,柄 ) pp.131-143,平凡社.

10)Kubota,K.(1985):Activityofneurons

intheprefrontalcortexduringvisually

andpain-inducedhandmovementsin

monkeys.In:HandFunctionand也e

Neocortex(eds.byA.W.GoodwinandI.

Darian-Smith),288-293,Springer-Ver･

lag.

論 文

I)Arikuni,T･andkubota,K.(1984):Sub･

stantiainnominataprojectiontocaudate

nucleusinmacaquemonkeys.BrainRe-

search,302:184-189.

2)Matsunami,K.andHamada,I.(1984):

Effectsofstimulationofcorpuscallosum

precentralneuronactivityintheawake

monkey.∫.Neurophysiol.52:676-691.

3)Sawaguchi,T･andMatsumura,M.(198

5):Laminardistributionsofneurons

sensitietoacetylcholine,noradrenaline

anddepamineinthedorsolateralpre･

frontalcortexofthemonkey.Neurosci.

Res.4:255-274.

4)Newsome,W.T.,Wurtz,R.H.,D'drs･

teler,M.R andMikami.A.(1985):

Deficitsinvisualmotionprocessing

followingibotenicacidlesionsofthe

middletemporalvisualareaofthema･

caquemonkey.J.Neuroscience,5:825
-840.

学会発表

1)松波謙一 (1984):サルの肝,僻,腎への放

射性デオキシグルコースの取り込み,邦31回

生理学中部談話会予稿免 34.

2)久保田競(1984):人間にとってZli･くことと

走ること.特別講演.第39回日本仏力医学会

大会予相貌 55-56.

3)有閑富夫,久保田競(1984):逆行性標識法

によるヒヒ尾状核の線維結合の研兜.節8回

神経科学学術災会予稿柴.91.

4)沢口俊之,松村道-,久保田競(1984):サ

ル前頭前野における視覚性反応時間タスク関

連ニューロン活動と伝達物質感受性.邦8回

神経科学学術災会予稿染,95.

5)三上章允,Newsome,W.T.,Wurtz,R.H.

(1984).･サル上側頭溝後壁MT領野ニュー

ロンの方向選択性および速度選択性に関与す

る抑制機構,gi'8回神経科学学術袋会予稿免

51.
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6)松波誹- (19飢):随忠正動遂行巾のF'Jll頭領

城における2-DGの取り込み｡矢状断切片

に基づく観察,邦8回神経科学学術班会予稿

弧 95.

7)/̂保凹貴く1984):手と跳箱の問にできる神経

回路と随悪逆動の発現,耶5回バイオメカニ
ズム学術調抗会予稲免 1-2.

8)Matsunami,K.(1984):Radioactive2-

deoxy-glucoseuptakeinskeletal

musclesintrainedmonkeys.Neurosci.

Lett.Suppl.17:51.

9)Matsumura,MりSawaguchi,T.andKu-

bota,K.(19糾 ):Synapticconnections

correlatedwithmudulatoryspikeacti-

vityduringvoluntarymovementinthe

prlmatemotorCOrteX.Neurosci.Lett.

Suppl.17:62.

10)Arikuni,T.andKubota,K.(1984):The

prefronto-Caudateprojectioninthemar

caquemonkey,studiedbytheHRP

method.Neurosci.Lett.Suppl.17:80.

ll)Kubota,K.(1984):Prefrontalneuron

activitiesinavisualdiscriminationtask

withGO-NO GO performances in

under-trainedmonlieys.Neurosci.Abs.

10:129.

12)Arikuni,T.andKubota,K.(1984):

CellsininternalgranularlayerofMa･

caqueprefrontal Cortexprojecttothe

caudatenucleus.Neurosci.Abs.10:

739.

13)DGsteler.M.R.,Wurtz,R.H.,Newsome,

W.T.andMikami,A.(1984)･.Deficits

inpursuiteyemovementfollowingibO-

tenicacidlesionsofthefovealrepre-

SentationofareaMTofmacaquemon-

key. Neurosci.Abs.10:475.

14)松村道-,沢口俊夫,久保田苅(1985):サ

ル前頭野ニューロンの薬物感受性と屑分邦に

ついて.節62回日本生理学会大会-I,稲弧 P

IO6.

15)Matsunami,K.,Funahashi,S.andKu･

boda,K.(1985):Deoxyglucoseuptake

intothebrainofthemonkeyinrela･

tiontothebehaviorinducedbyintra-

cranialself-stimulation.Abstracts

InternationalSymposium.Neuronaland

EndogenousChemicalControlMecha･

nismsonEmotionalBehavior.p.21.

心理研究部門

室伏稲子 ･野 俊夫･小嶋祥三 ･松沢哲郎

研究概要

1)チンパンジーの図形詔による.記述行動の分

析一 言uT;II捌こよる統制

室伏耶子･と班f俊夫･小払押三･松沢哲郎

チンパンジー(アイ)は,テレビ両面にあらわ

れる2名の人物(A,B)のうち,･いずれが動作

の主体となり客休となるかによって,｢AJ｢近
づく｣｢BJの3才u':記述における個体名(A,B)
の位把を変えることを学習した｡この語順による

統制の般化は,緩怪に進行し,多種類の画像によ

る訓練のくり返しを必要とした｡

2)チンパンジーにおける数の概念の形成1)

室伏靖子･浅野俊夫･松沢哲郎･板倉昭二2)

チンパンジー2頭に,点(直径 1.5cm)のラン

ダム･パタンを見せて,その数を同定させる訓練

杏,それぞれ異なった反応を用いて行った｡数学

のラベルによる反応では6個まで,系列的なキイ

押し反応では4個までを完了した｡これらの学習

によって,チンパンジーが数のシステムをどの程

度理胴しているかを分析する｡

3)ニホンザルの蛇田118両におけるオペラント

行動の控和と伝描 3)

浅野俊夫

本研死所の放飼切のIZit桜群を対象にして,パネ

ルを押すと大豆等の食物が入手できるという新し

い行動を災団場両での条件づけにJ:って形成し,

伝播する様子を概黙した｡今後はパネル押しより

ち-朋むずかしいゴルフボールを拾って交換台に

入れ,大豆を入手するという鎌田場面におけるト

ークン使用の伝播を分析する｡

1)本吉良治･山田恒夫(京大文学部,昭和

59年度共同利用研究員)との共同研究｡
2)大学院生｡

3)樋口義治(愛知大,学振流動研究員)と

の共同研究｡
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